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1.  平成22年11月期第3四半期の業績（平成21年12月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年11月期第3四半期 4,523 8.2 △404 ― △366 ― △252 ―

21年11月期第3四半期 4,181 ― △328 ― △204 ― △154 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年11月期第3四半期 △56.37 ―

21年11月期第3四半期 △34.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年11月期第3四半期 5,394 2,468 45.8 555.48
21年11月期 6,039 2,810 46.5 620.50

（参考） 自己資本   22年11月期第3四半期  2,468百万円 21年11月期  2,810百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年11月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
22年11月期 ― 5.00 ―

22年11月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成22年11月期の業績予想（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,800 10.5 120 605.9 150 △3.8 50 4.2 11.16



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年11月期3Q 5,289,900株 21年11月期  5,289,900株

② 期末自己株式数 22年11月期3Q  845,973株 21年11月期  761,300株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年11月期3Q 4,480,730株 21年11月期3Q 4,443,953株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については後
頁【当四半期の業績等に関する定性的情報】（３）業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 ①業績の状況 

 当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、中国やアジア新興国向けの輸出が好調であったことや、政府の

景気刺激策の効果などにより、製造業など一部の業種において業績回復基調があるものの、デフレ進行のもと民

間企業の厳しい雇用環境や個人消費の低迷、さらに米国やＥＵ加盟国における景気下振れ懸念、円高基調などの

不安定要素もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しました。 

 建設コンサルタントおよび地質調査業界の市場環境は、国、自治体の慢性的な財政難による公共建設投資の抑

制が継続しており、民間建設投資はやや回復傾向にありますが、公共調達の状況は予算の削減が影響し、厳しい

状況が続いております。 

こうした状況の中、当第３四半期会計期間の経営成績につきましては、今期策定した中期経営方針に基づき、

受注の確保拡大とコスト縮減に全社員で取り組みましたが、売上高は４億50百万円（前年同四半期会計期間比

16.4％減）、営業損失４億96百万円（前年同四半期会計期間は営業損失３億61百万円）、経常損失４億77百万円

（前年同四半期会計期間は経常損失３億37百万円）、四半期純損失２億93百万円（前年同四半期会計期間は四半

期純損失２億９百万円）となりました。 

また、当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高は45億23百万円（前年同四半期累計期間比8.2％

増）、営業損失は４億４百万円（前年同四半期累計期間は営業損失３億28百万円）、経常損失３億66百万円（前

年同四半期累計期間は経常損失２億４百万円）、四半期純損失２億52百万円（前年同四半期累計期間は四半期純

損失１億54百万円）となりました。 

  

②第３四半期会計期間の季節的変動 

 当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上

高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

   資産、負債及び純資産の状況  

 （資産） 

資産合計は、前事業年度末に比べ６億44百万円減少し、53億94百万円となりました。その主な増減内訳は、

現金及び預金の増加１億63百万円、機械及び装置の増加33百万円、リース資産の増加87百万円、完成調査未収

入金の減少11億１百万円等であります。 

（負債） 

負債合計は、前事業年度末に比べ３億３百万円減少し、29億26百万円となりました。その主な増減内訳は、

短期借入金の減少２億円、調査未払金の減少１億65百万円、未成調査受入金の増加51百万円等であります。 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べ３億41百万円減少し、24億68百万円となりました。その主な増減内訳

は、利益剰余金の減少２億97百万円、自己株式が△46百万円になったこと等によるものです。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

本資料に記載されている業績予想につきましては、平成22年１月19日付発表「平成21年11月期決算短信(非連

結)」の記載から変更はありません。なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

 ①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められたため、前事業年度末の貸倒実績

率等の合理的な基準を使用する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に

著しい変化が認められた場合に、前事業年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当

該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

①税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

売上高及び売上原価の計上基準の変更 

調査業務に係る収益の計上基準については、従来、受注金額が３億円以上については工事進行基準を、その他

の調査業務については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第

15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19

年12月27日）を第１四半期会計期間より適用し、第１四半期会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期会

計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積

りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

これにより、当第３四半期累計期間の売上高は35,983千円増加し、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損

失は、それぞれ10,801千円減少しております。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 492,717 328,967

受取手形 57,143 43,111

完成調査未収入金 363,841 1,465,713

未成調査支出金 955,411 945,718

材料貯蔵品 2,027 1,967

繰延税金資産 28,174 28,174

その他 103,195 85,114

貸倒引当金 △1,833 △6,554

流動資産合計 2,000,677 2,892,213

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 655,576 630,885

機械及び装置（純額） 111,930 78,736

土地 1,472,382 1,472,382

その他（純額） 111,092 38,550

有形固定資産合計 2,350,981 2,220,555

無形固定資産 80,168 70,274

投資その他の資産   

投資有価証券 323,882 327,152

繰延税金資産 274,414 163,966

その他 390,246 417,524

貸倒引当金 △25,381 △51,966

投資その他の資産合計 963,162 856,676

固定資産合計 3,394,312 3,147,506

資産合計 5,394,989 6,039,719

負債の部   

流動負債   

調査未払金 225,029 390,322

短期借入金 1,300,000 1,500,000

1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 － 56,151

未成調査受入金 252,043 201,369

賞与引当金 61,209 －

その他 147,927 136,165

流動負債合計 2,086,208 2,384,009

固定負債   

長期借入金 225,000 300,000

退職給付引当金 427,295 420,214
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年11月30日) 

その他 187,987 125,490

固定負債合計 840,283 845,705

負債合計 2,926,492 3,229,714

純資産の部   

株主資本   

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 1,334,796 1,632,289

自己株式 △508,177 △461,364

株主資本合計 2,472,929 2,817,235

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4,431 △7,230

評価・換算差額等合計 △4,431 △7,230

純資産合計 2,468,497 2,810,004

負債純資産合計 5,394,989 6,039,719
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年12月１日 

 至 平成21年８月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年12月１日 

 至 平成22年８月31日) 

売上高 4,181,958 4,523,462

売上原価 3,075,785 3,483,899

売上総利益 1,106,173 1,039,563

販売費及び一般管理費 1,434,848 1,444,428

営業損失（△） △328,675 △404,865

営業外収益   

受取利息 533 795

受取配当金 6,823 6,823

受取手数料 20,207 13,733

固定資産賃貸料 70,691 57,532

受取保険金 60,071 －

その他 6,828 4,958

営業外収益合計 165,157 83,843

営業外費用   

支払利息 18,033 19,421

退職給付費用 22,191 22,227

その他 287 3,555

営業外費用合計 40,512 45,204

経常損失（△） △204,029 △366,226

特別利益   

貸倒引当金戻入額 5,065 4,272

特別利益合計 5,065 4,272

特別損失   

投資有価証券評価損 － 3,520

特別損失合計 － 3,520

税引前四半期純損失（△） △198,964 △365,474

法人税等 △44,700 △112,900

四半期純損失（△） △154,264 △252,574
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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